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人柄用パルプの鉄及び マンガン含量に就いて

北 尾 ,弘 一 郎

(木材化学第-研究窒)

KoichiroKITAO :IronandManganeseinRa/yonpulp ､

一近時の人絹用パルプの衣分量は木材パルプでは0.1%附近,1)./タ-パルプではそれよりも少

くたとえば0･06%といわれるがこれら夜分の組成はあ写り分析されてV,ないィ 紙の場合ではFe′

及びMnは白色愛吟影響するものとして用水の許容含量Fe0.00001%,Mn0.000005%等の如
1)

S

くいわれている･人碍パJLプの場合ではFe及びMnは白色度以外に酸化Z)触媒として働 くこと1-
2),

もあると考えられる.F.WULTSCHはパルプ中の Mnが 0.00028%以上になるとタルカ,)セル

72-ズ老成の場合に粘度低下の触媒作用が著レく′なるが 0･0001% 以下では影響がなV,と述べて
3)

vlる.サルファィ.TL,ヾ}1-プのMII含量にJ3きKLEINERT,WINdoRはTtウヒの未晒サルファイト

パルプのMnO/0003-0.0005%;モミの晒サルファイTtノヾルプ0'.00002-0.00003%,カバの

晒サケファイトく毎 夕o･000007--0･00003% であると逸べてV ,.る･後述の如く現在の市場の棟

準的サルファイ ト人絹パルプの二,三を分析した結果もFe,Mn含量に関して充分低かつ如 ゝ

ら一般にサルファイト晒′<ルプのFe,扇n含量はかな り低V,阜考えられる.一方近年でウ及び

亘れ以上にサルファイト蒸解の困難な樹種がパルプ用材として重税されるに従いクラフT蒸解に

よる人絹パルプ襲造が計画されつ 1あるが, この場合サルファイ7t法に比較してFe,Mnと時に
､ー L-

Fb含量が精々多くなるので榛たいかと想像したが実験室的研究の結果,廃水の良好な場合で,は
その恐れがないことが推定された.･

分析法としては試料を磁奥九ツポ中で低塩で衣化し七衣分中書の-Fe,Mriを通例の比色法によ

って定めた.Mnの場合はJt,ツポ中の衣に HNO3(d-1.21)6mlを加えて暖めて溶解し■9mlの

0･133% AgNO3溶液を用いてメスシ1)ンダーに移し,(NH4)2S2080･5g.を加え,メスシ.)ン

ダー麦湯浴に浸 し完全に発色したら 20mlにし同程度の色調の標準 KMnO4絡液と比色計で比

較した･パルプのM-no二00004% の場合上の方法ではパルプ試料 100gを衣化すると充分であ

る･衡 平 ブ読癖が僅少の場合には上記の方法を少量化Lfc･rとの場合にはMn含量 0.･0003%
(

の場合ならパ元プ0･5gを衣化すれば充分であった･ このように試料償,i,の場合には後述の如く

Feを定あた後項溶液をルツボに炭L,て乾固し,H2SO41滴を加えて再び乾固し,HNO3数滴を

加えて静解し,AgNO3溶液及び､＼(NH4)2S208結晶1片を加えて加湿し発色さ壱 Mbを定める√′

こともできた.

Feの含量は晒パ)tブの場合ではMnよりはるかに多量であるらしい･Fe含量0.0004%の場
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今パルマ''就料 5-10gを:灰化し12% HCllmlを加えて加温し溶解させメスシ.)-ンダ-に洗い込
ち

み,これに3nNaSC印 1mi をカは 発色させ20mlと■し同程度の色調の標準液j=比色し喪.標準

液は純 FeSO4結晶を秤量し0･lnKMn04で正しく滴定したものより作った. 前述の少量妙

場合なら的 FeO･000声%の場合に試料 0.5gを灰化して行うことができた.

1.L木 材 のFe及 びMn含量
i/

木材の F̀e及び Mnを分析した例はあま'り多くない..西田吃二氏木材化重工業に引用されてい

る例では灰分に対しFe2030.07-9.97%, ･Mn20｡O.8-13.51%という値がある.

国策パ]Lプ旭川工場より与えられた北海道材エゾ,ト下/プチ,カバならびに京都宇治のア舟

マツにつV,て分析した結果を次に示す.

マ ツ マ ツ エ ゾ ト ド ブ ナ カ バ

/ ●
0.0001 0.00016 0.0002 0.0001 0.0003 . 0.00023

0.016. 0.0103 0.0016 0.002' 0.0012 0..00532

前表により木材の中ではMndが Feより守まるかに多いことがわかる.なお発に引用した W UL-1

TSCHは木材ゐFe及び Mnは髄線細胞に多いとしている.
!

･2･ サル ファイ ト人絹パ)レプのFe及びMn含量 - fl !
㌔

ゝ国産パ}iプ (A社及びB社)及び輸入パルプの分析結果は次表の如 くやある･

サルファイ ト人絹 パルプのFe,Mn.

Fe か【n

1､ゝ 懇Rayonier証の報告による

前表により種々のサルファイト人絹パ)i,プの Fe及びMnは概して大差がないことがわか.tる･

木材の嘘合とは反対に FeがMnよりはるかに多くなっているのは興味が率る･MrlはFeより止=EZ?
も六ルアに吸着され難V,ため洗瀬が進む'rLつれてよく除去されるからであろうと思われる･ダイ

ス,コ-ス製造の場合には使用される苛性ソ-ダ6?不純分として Fe,Mnが入ると思われる･苛4)
性ソTグの中の Fe,Mnを食とえば0.OO2%及び0.0002%′の程度とするとパルプの Mn含量

を非常に低 くしても意味力準 いように思われ声･■
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-3. ク ラフ ト人絹 パ ル プのMn及びFe

クララも浜による人絹パルプは未だ試験廟に′あると思われ,従ってこの瞳の確実なエ琴製品は
/ ,

入手し難 くその Mn,卓e含量を知 り得なかったが通常の未肺クラフト )ヾt･プに多量のFeが食
＼ ∫ ㌔

まれること,クタフト蒸解鐙の傑蝕が問題となってVlること,夷に人絹パルプを目的とする場合 ′

には Prehydrolysisが行われていること等より見てクラフも晒パルプに-Feがかな り多V,のでは

】たV,かと原像L'アカマツにつV,て水蒸煮, クラフト蒸解,ならび比漂白を行V'各段階に於ける

Fe,叩nの含量を分析した.この際良好な用水として蒸滑水を用いると共に別喧同じ工程を不良

な用水で行∨､それらを此奴した.不良な用水はFe0.000025%,Mn0.000053% を含むもので
∫

あった･ ノ ､
●

円容 41のIStainless-steelオ-トクレ-プ を用vl,アカマツのチップを1570,ll.5hr.わ水
･.▲

嚢寮を行い,分析用の試料はそのま ｣乾燥し,残 りは同じオートクレ-ブに戻し,純 NaOHと

耗 Na2S9H20と蒸滑水 (及び不良用水)とで調製した蒸解液を加えて蒸解し,パjtJプの約100

･倍の蒸滑水 (及び不良用承) を用vlて洗渡し未晒パルプを得た･仝アルカ1)使用量28･4%,硫

化率29.4%,蒸解時間 2･5hr･･最高温度 1650,未晒パルプKMnOJ4t価 12であった･漂白は単ノ
∫

たる三段漂白隼より,薬剤使用量は塩素化5･9%,NaOH2･3%;.渡白粉塩素 3･8%,而して最

後の洗う僚及び抄造にはパルプの約40倍の水を用V,た.

上述の各段階に於けるパルプ (或はチ ップ)めFe,M云含量を次に表示する.

原 料ア カ マ ツ 水 菜 無 未J 晒 I晒
･チ ッ ノブ .チ . .ツ プ L パ ル プ ･- ル ▲,プ

■(0.0008一.､ (0.qO25) (0.0030-P.0057)

Mniyo 0.016-､ 0.004 0.0012. 0.00004

(括都内の数字は不良用水の場合)

蒸解によりFeはV,よV,よ増加L,,Mnは減少することがわかる･Felo由加は水蒸欝及びクテ～-

フlp蒸解の際の蒸解鐘より来るものと帯えられる･然しながら漂自工程に良好な用水を使用する

ことによりFeは著しく減少し一般のサ}t,ファイ†人絹パルプ或はそれ以下となっている.Mn

は最初より一様に除去さ牲て行き晒パルプに於てほ同じくサ)iファイト人緬,.ミルプの程度となっ

ている･但し括弧円の数字が示すように不良用水を漂白工程に多く用いた場合には Fe,Mnは

除去されな小.即ち不良用水の影響は漂白の工程に著しい∴

旨以上によP水蒸煮,クラフト蒸煮及び漂白によりクラアト人絹'パルプを製造する場合に用水が
良好ならば得られる晒パルプのFe,M.n含量は一般?サル77イト人絹パルプア･と同程度であろ
うと考えられ考.,
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J
我由の人絹パルプ用各種原木及び市場の二,三の人絹パルプのマンガン及び鉄含量を定量し

れ 木材に於てか ンガンが銑よ｡はるかに多vlが襲晶パルプに於てはその逆になってV,.る一市＼

場の人絹パtjt･プの含量は種類によって大差がなかった.マツ材の水蒸煮を前加水分解とするクラ

フト法人絹パルプの蒸解漂白実験を行い原木より晒パルプに至る各段階のマンガン,鉄の消長を

しらべた.用水が良好の場合には市場の人絹用サルファイTパルプと同程度のマi,ガン,鉄含量

のパルプが得られた.

.研究資財を与えられた国策パルプ工業株式金紋に厚く謝意を表する.

0

･Resum色
i㌔

軽onandmanganesewasdejerminedinrayonpulpwoodsofJapanand～severali

commercialrayonpulps. Inwoodsmanganesewasfoundfarmore･than.ironbutl
inp可pthecontrarry∴1nakraft.pulpingexperimentofpine,thechangeofman-

ganeseandiLil0nCOntentlwasdetermi･nedalongstagesincllldingprecookwithwater.

Whengoodwaterwasusedmanganeseandironinthebュe.alhedpulpwasthesame

orderwithcommercialrayonsulfitepul'ps.
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